
は　　じ　　め　　に

水道は、県民が健康で文化的な生活を営む上で、欠かすことのできないライフライン施設として、また、産業・経済活動を支える基盤施設として、重要な役割を果たしているもの　　　です。

その一方で、今年度においても水管橋の事故や送水管の漏水事故が依然として発生して　おり、人口減少に伴う料金収入の減少、人材不足の深刻化の中で、水道施設の老朽化や　　　耐震化に取り組んでいく必要があると認識しています。
また、本県は地形上水源に恵まれないことから、水源の約７割を利根川水系が占めて　　　います。このため、同じ利根川水系の表流水を使用する水道事業者の経営基盤にも地域に　　より格差が生じ、料金にも格差が生じている状況です。

災害への備えも重要です。令和元年の房総半島台風等により、主として停電を原因とする断水が発生した経験を踏まえ、県では、国の補助制度の対象とならない比較的小さな水道　　施設を対象とする非常用発電設備の補助制度を令和３年度に創設したところですが、　　　引き続き災害対応力の強化に取り組んでいく必要があります。

これらの課題の解決を図るため、個々の水道事業体の取組のみでは限界があることから、県では、水道事業の統合・広域連携を進めているところです。リーディングケースである　　九十九里地域・南房総地域の水道用水供給事業体と県営水道の統合に向けて、令和２年度に副知事と副市町村長等で構成する統合協議会準備会議を設置して協議を進め、令和３年度に統合の基本的な方向性について合意したところであり、令和４年度は知事と市町村長等で　協議を行っていく統合協議会を設置し、早期の統合実現を目指して取り組んでまいります。

今後も安全で良質な水の安定供給を目指し、本県の水道事業の基盤強化に向けて　　　　取り組んでまいりますので、関係者の皆様には、より一層の御理解と御協力を賜りますよう　　　お願いいたします。
　
[bookmark: _GoBack] 最後に、本書の作成に当たり、調査に御協力いただきました水道事業者等をはじめとする関係者の皆様に厚く御礼申し上げますとともに、本書が今後の水道事業運営等の御参考に　なれば幸いに存じます。
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